
　

今
年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
と
美
し
い
四
季
を
合
わ
せ
持
つ
我
が
国
は
、
太

古
よ
り
幾
度
と
な
く
自
然
の
脅
威
に
見
舞
わ
れ
て
も
き
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
都
度
、
先
人
達
は
、
神
々
に
祈
り
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、
自
然
に
対
す
る
畏
敬
と
畏
怖
が
日
本
人
の
自
然
観
や
精

神
性
を
創
り
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
「
神
と
共
に
起
き
、
神
と
共
に
食
し
、
神
と
共
に
働
き
、
神

と
共
に
眠
る
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
一
人
の
人
間
は
弱

い
も
の
で
、
神
と
共
に
あ
る
人
は
強
い
。
私
達
は
、
嬉
し
い
に

つ
け
て
神
を
想
い
、
悲
し
く
辛
い
に
つ
け
て
も
神
に
祈
る
。
常

に
神
と
共
に
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
も
の
が
味
方
と
な
り
支
え
て

く
れ
る
。
そ
こ
に
心
の
や
す
ら
ぎ
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

　

令
和
四
年
に
御
本
殿
創
建
四
百
年
を
記
念
し
て
、
御
本
殿
の

改
修
及
び
造
替
事
業
を
実
施
し
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
奉
賛
を

賜
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
修
復
・
造
営
は
約
九
十
年
ぶ
り
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ご
創
建
時
の
元
和
八
年（
一
六
二
二
年
）
以

降
を
振
り
返
る
と
、
平
均
七
年
〜
八
年
に
一
度
の
割
合
で
何
ら

か
の
修
復
や
奉
祝
事
業
が
繰
り
返
し
実
施
さ
れ
、
当
神
社
の

神
々
と
の
ご
神
縁
が
結
ば
れ
て
き
た
の
で
す
。

常
住
坐
臥 

〜
常
に
、神
々
と
共
に
暮
ら
す
〜

本殿欄干擬宝珠
【元和８年（1622年）】

大神輿の新調【宝暦10年（1760年）】

表参道の大燈籠【文化2年（1805年）】



＊
講
演
「
茨
木
の
川
と
人
々
」

講演会の様子

寺町橋流出の様子

五輪代表団を送る様子

  



＊
稲
荷
神
社
鳥
居
奉
納
並
び
に

　

唐
破
風
修
理

修理前の稲荷神社

奉納された稲荷神社鳥居



　この度、茨木神社公式ウェブサイトに、茨木神社夏祭のあゆみや、現在の様子を簡潔にま
とめた特集ページを作成いたしました。遅くとも江戸時代中期には始められ、摂津国「島下郡
の祇園祭」と親しまれてきた夏祭の歴史や、7月13日【宵宮】・14日【本宮】の様子を、写真を用い
ながら解説しています。また「茨木神社公式YouTubeチャンネル」にある令和
元年斎行の夏祭をまとめた動画へリンクも貼っています。Google等で「茨木神
社」と検索、もしくはQRコードからどうぞご覧下さい。

https://www.ibarakijinja.or.jp/natsumatsuri/

神社ウェブサイトに「夏祭 特集ページ」を開設しました。

　
　

六
月
三
十
日　

午
後
二
時
斎
行

　
　
　

人
形
祓
・
茅
の
輪
く
ぐ
り

　
　
　

厄
除
神
楽

　
　
　

茅
の
輪
守
授
与

　
　
　

七
月
十
三
日
・
宵
宮

　
　
　
　
　

十
四
日
・
本
宮

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
斎
行

　
　
　
　
　

神
輿
渡
御
・
神
楽
奉
納

　
　
　

九
月
十
日

　
　
　

十
月
十
日　

午
前
十
時
斎
行

　
　
　

十
一
月
中
随
時

　
　
　

祈
祷
者
に
お
守
り

　
　
　

お
み
や
げ
授
与　

　
　
　

十
一
月
二
十
日

　
　
　

十
一
月
二
十
二
日

　
　
　

十
一
月
二
十
三
日

　
　
　

十
二
月
三
十
一
日

植樹された桃の木
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